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施 設 整 備 基 本 計 画

▼素案、住民説明会、パブコメ

発注仕様書 ( 要求水準書 ) 作成

整備基本計画で決定した内容を反映し、全体計画、

設備仕様、建物、外構施設、運営管理等について、請

負者に求める機能・性能等について定めます。

発 注 準 備

契約方法の決定

入札の方法、建設・運営の

方法等について決定します。

環 境 影 響 評 価 手 続 き

東京都環境影響評価条例に基づく手続き

○ 事業の内容 (工事の施工、施設の稼働)

○ 現況調査 (既存資料調査、現地調査)

○ 環境影響評価項目の選定(大気汚染、悪臭、騒音・振動等)

○ 評価項目毎に環境影響の予測

○ 環境保全のための措置

○ 評価の実施

・旧焼却施設一部解体工事

・実施設計

▼契約

施設整備基本計画の作成

「今後の施設整備のあり方」を基に、新焼却施設の発注

仕様書及び環境影響評価手続きの前提条件となる施設の基

本条件や機能・性能について取りまとめます。

新ごみ焼却施設整備基本計画の位置づけ
平成２９年１月３０日

▼基本計画策定

○ 基本性能に関する項目

・整備基本方針

・処理能力、施設配置計画、

計画ごみ質、熱利用計画、

公害防止基準等

○ 焼却設備計画

焼却方式、基本システ

ム、 発電設備、主要設備

機器仕様、煙突高さ等

○ 土木・建築計画

工場棟、煙突等建築計画、

車両・歩行者動線計画、建

物デザイン・色彩計画、緑

地、外構計画等

○ 地域貢献対策

周辺環境対策、地域防

災貢献計画、環境学習機

能、地域要望対応等

○ 工事計画

周辺環境対策、工事施工計画、工事スケジュール等

一般的な公共施設等は設計図を基に工事発注を行います

が、焼却施設のような複雑でプラントメーカーの独自技術

が必要とされる工事は、施設に求める機能・性能を中心と

した発注仕様書(要求水準書)を作成し、設計と工事を合わ

せて発注します。(性能発注方式)

環境影響評価手続きとは

整備基本計画で決定した内容を基に、工事の施工や施設の稼働による環境影響を予測・評価しま

す。予測・評価の内容について住民の皆様や市長から意見を頂くとともに専門的立場からその内容

が審査されます。頂いた意見や審査結果については環境保全の見地から発注仕様書に反映します。

このような手続きを行う事により、この事業が環境の保全に適正な配慮がなされていることを確

認します。
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資料１

小平・村山・大和衛生組合

請負書の選定

選定基準を策定し、基準

を基に請負者を選定します。


